令和８年度千葉地方最低賃金審議会　　　　　第１回特別小委員会 議事要旨
１ 日時　令和８年８月３日（月）13時30分～14時11分
２ 場所　千葉労働局１階会議室
３ 出席者　公益委員２名（他１名開催後の参加）、労働者委員３名、使用者委員３名（計８名）
４ 議事要旨
（１）委員長及び委員長代理の選出について
公益委員による協議結果に基づき、委員長に村上委員、委員長代理に大竹委員を選出した。
（２）特定最低賃金の件名について
事務局から、特定最低賃金の一部業種については正式名称に代えて簡略化した呼称を審議で使用する旨の提案があり、了承された。
（３）意見陳述
　　 ア　一般機械器具製造業関係及び精密機械器具製造業関係
　　　ＪＡＭ東京千葉から意見陳述が行われた。陳述では、当該産業が千葉県のものづくりを支える基盤産業であること、人材確保・定着や産業の魅力向上の観点から特定最低賃金が重要な役割を果たしていること、また近隣都県との人材流動化を踏まえた賃金水準の確保が必要であること等について意見が述べられた。
　  イ　総合スーパーマーケット及び各種商品小売業
ＵＡゼンセンから意見陳述が行われた。陳述では、人材確保・定着、地域経済の活性化、産業全体の賃金水準の底上げ、企業規模間及び雇用形態間の格差是正、公正競争の確保等の観点から、特定最低賃金の新設及び改正の必要性について意見が述べられた。
（４）特定最低賃金の決定及び改正決定の必要性について
　　　特定最低賃金の決定及び改正決定の必要性については、本日の意見陳述及び提出資料の内容を踏まえ、次回の特別小委員会において審議することとした。

（５）その他
次回の第２回特別小委員会は、令和８年８月21日午前９時30分から開催することを確認した。
５ 決定事項
（１）委員長に村上委員、委員長代理に大竹委員を選出した。
（２）特定最低賃金の審議においては、資料で示された簡略呼称を使用することとした。
（３）特定最低賃金の決定及び改正決定の必要性については、第２回特別小委員会で審
議することとした。
（４）第２回特別小委員会を令和８年８月21日に開催することとした。
